
 

※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3014 

 

令和 5年度 工業科（機械系機械技術専科） 

 

教科 工業 科目 機械技術実習 単位数 5単位 年次 3年次 

使用教科書 なし 

副教材等 3年機械系実習指導書、2年機械系実習指導書（藤井寺工科高校機械系編集） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

機械技術実習は、機械技術者として必要な工作機械に関する基礎的な知識と技術を総合的に習得

させ、自動化工場、生産現場における加工の分野などの実際の現場において活用する能力と態度

を育成することを目指します。 

 

２ 学習の到達目標 

加工実習・FA実習・制御実習などに関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ、工業の意義

や役割を理解させるとともに、工業技術の諸問題を解決し、工業と社会の発展を図る創造力の能

力と実践的な態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

 

汎用機械や自動機械

にかかわる基礎的な

知識や技術への関心

を持ち、その改善・向

上に取り組もうとす

る、実践的な態度を身

に付けている。 

 

汎用・自動の工作機

械を中心とした機械

技術に関する諸問題

の解決をめざし、加

工技術の基礎・基本

を習得し、技術者と

して適切に判断でき

る能力を身に付けて

いる。 

 

汎用・自動の工作機

械に関する、加工技

術の基礎・基本を習

得し、技術者として

物作りを合理的に計

画し、その技術を適

切に活用している。 

 

汎用・自動の工作機械

を中心とした機械技

術に関する、加工技術

の基礎・基本を身に付

け、社会における工業

の意義や役割を理解

している。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品の結果の内容

などを総合的に評価 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品の結果の内容

などを総合的に評価 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品の結果の内容

などを総合的に評価 

学習状況の観察 

報告書の記述 

製作品の結果の内容

などを総合的に評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

加
工
実
習 

・作業日程の計画 

・加工部品の工程計画 

・各工作機械の操作方法・

技術の習得 

・部品に関する寸法精度・

寸法公差の理解 

・製作品の性能検査 

〇 〇 〇 〇 a:減速機を制御するにあた  

り、係の分担、部品の担当

割、日程・工程を計画す

る。 

 

b:実施するにあたり、与えら

れた役割をこなし、図面を

理解し、工作機械を使いこ

なせるようにする。 

 

c:責任をもって作業した

個々の部品を組立、調整

し、性能試験を実施する。 

 

d:一つの製品をみんなで協

力し、作るという協調性・困

難さ・達成感を得る。 

学 習 状 況

の観察 

報 告 書 の

記述 

製 作 品 の

結 果 の 内

容 な ど を

総 合 的 に

評価 

F
A

実
習 

・プログラミングの学習 

・CAD/CAM による作品の

プログラミング 

・マシニングセンタによる作

品の加工 

〇 〇 〇 〇 a:CAD/CAM、プログラミン

グ、FA システムに関心をも

ち、意欲的に取り組み、安

全に作業を進めることがで

きる。 

 

b:加工条件の設定を適切に

行い、技術者として判断で

きる能力を身に付けてい

る。 

 

c:加工技術の基礎・基本を

習得し、CAD/CAM による

プログラミング、マシニング

センタ及び FA システムの

操作技術を身に付けてい

る。 

 

d:生産現場のあらゆる場面

で活躍している NC工作機

械、FA 機器などを操作す

る技術を理解している。 

学 習 状 況

の観察 

報 告 書 の

記述 

製 作 品 の

結 果 の 内

容 な ど を

総 合 的 に

評価 
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制
御
実
習 

・自動制御の概要 

・空気圧制御 

・空気圧基本回路実習と

タイムチャート 

・各基本実習の課題 

・PC制御（無接点回路） 

〇 〇 〇 〇 a:制御を行う方法・目的さら

に使用される分野に興味

をもち、作業に意欲的に取

り組む態度を身に付ける。 

 

b:空気圧回路図とその機器

を対応させ、結線の基本

作業を習得する。制御の

動作を図式的に表す方法

を学習する。 

 

c:シーケンス回路図とその

機器を対応させ結線を理

解し身に付ける。 

 動作から回路を順路立て

設計する技能を養う。 

 

d:互いに協力して基本実習

課題に取り組む姿勢を身

に付ける。 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付

けている。 


